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あらまし：本稿では，保育士養成の授業を想定した，アクティブラーニングを支援するシステムの開発お

よび学生からの評価について報告する．本システムは学生が授業前にストリーミング形式で動画を視聴し，

視聴中の気づきに対してどのシーンでどのような気づきがあったのかを取得するものである．データはサ

ーバ上に集計され，授業において学生の気づきをタイムラインで一覧することにより学生間の気づきを比

較することができる．今回は，利用学生からのインターフェースに対する評価を行った． 
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1. はじめに 

本稿では，保育士養成の授業において，教育方法

や教材に関する過去の知見から得た事例をもとに，

学習支援をするために開発したシステムの紹介と，

学生からのインターフェースの評価結果について報

告する．今回開発したシステムは，保育におけるア

クティブラーニング形式の授業を補助するものであ

り，学生は授業前にストリーミング形式で動画を視

聴し，各ポイントにおいて気づきとコメントを付与

する．コメントやタイミングはサーバ上に集計され，

授業では学生と教員，現場の保育士との意識内容の

差が確認できる．この演習補助システムによって学

習前後の姿勢や意識を確認することによって，気づ

きや考え方に変化が生じる事が期待される． 

 

2. 先行研究および研究の背景 

各教育分野においては，CAI（Computer Aided 

Instruction）や e-Learning，携帯電話やスマートフォ

ンによるモバイルラーニングなどの学習サポートに

よる e-Learning 学習サポートの事例もある．一方で，

保育士養成における教育の分野では Web ベースで

の授業資料の配信の報告が散見されるが，e-Learning

ではなく，あくまで配信にとどまっている．現職者

研修においては，研修内容のコンテンツの配信が行

われており，映像を通して，質を高める取り組みは

されているが，こちらにおいても一方行の配信にと

どまっている．また、最近の学生の傾向として授業

に対して受け身である事が多く，保育実習を目前に

しても現場に出るという意識はそれほど高くない学

生も見受けられる．  

本研究では養成校における保育実習前の授業にお

いて，気づきや考え方・意識を視覚化し，グループ

ワーク演習を通して学べる支援システムを開発し評

価を行った． 

 

3. 開発したシステム 

本システムは，動画視聴後のグループワークを通

じて学生が気づきを得られる仕組みであり，教員や

学生にとって機能的な学習環境を提供する． 

学習者が利用できる機能は以下である． 

1. 動画の視聴中に，気づきのタイミングとコメ

ントをその場で付与できる． 

2. 動画は複数回視聴が可能であり，何度目の視

聴による気づきかは自動的に記録される． 

 教員が利用できる機能は以下である． 

1. 学生が記録した気づきのタイミングとコメ

ントを，タイムラインとして一覧表示できる． 

2. タイムライン上の気づき点をクリックする

と，該当時間の２秒前から動画が表示され，

コメントの一覧が同期的に表示される． 

 

4. システムの利用方法 

4.1 学生の授業前利用 

学生が本システムを利用する際は，スマートフォ

ン等の携帯端末または PCを利用する． 

学生はログイン画面（図 1）から，学籍番号とパ

スワードを用いてログインすると， 自分の履修して

いる科目が表示され（図 2），科目を選択することで

科目に登録されている動画が一覧される（図 3）． 

動画を選択すると視聴画面が表示され動画を視聴

する（図 4）．学生は視聴中に気になった点をクリッ

クまたはタッチすると，赤丸が表示されコメントの

入力が促される．コメントを入力し，OK をクリッ

クすると続きが再生される仕組みである．動画は巻
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き戻しおよび一時停止の機能を敢えて無くし，複数

回視聴可能とした．また，何度目の再生での気づき

かをシステムとして取得している． 

 

 
図 1 ログイン画面  図 2 科目選択画面 

 

 
 

    図 3 動画選択画面 図 4 動画視聴・気づき入力 

 

4.2 教員の授業における利用 

 授業においては，事前に学生が視聴したデータを

元にグループワーク等を行い，気づきについての話

し合いをすることで理解を深めたり，教員や現場の

保育士と学生の気づきを比較することが可能である． 

 教員はシステムにログイン後，該当動画を選択す

ると動画とともに学生がクリックした場所を赤点で

表示し，その時点のコメントをタイムラインで表示

することができる（図５）．タイムライン上の点をク

リックすることで，２秒前から再生が可能である． 

 

 
図 5タイムライン表示 

 

5. システムの評価 

5.1  評価について 

 本システムについて学生の視点からインター

フェースに関する評価を行った．評価に当たって

は，保育養成課程の学生 60 名に対して本システ

ムの利用方法を説明し，各自の端末で利用した後

にアンケート調査を行った．調査項目は下記であ

り，各項目について５段階で評価を行った． 

操作について 

・気づいた時点でボタンは押せたか 

・気づいた場所を押すことはできたか 

・コメントは意図したとおり入れられたか 

・動画の視聴中に拡大縮小を行ったか 

・画面のレイアウトは見やすい 

機能について 

・動画をクリックした場所を示す点は必要である 

・何度も見られることは必要である 

その他 

・通信速度の制限はかかっているか 

・通信費について気になるか 

・利用した機器は何か 

利用について 

・利用する場所はどこか 

・どのような時間に利用するか 

5.2 結果 

 操作については，各項目について 4.6〜4.7 という

概ね良い評価が得られた．また，機能については，

ポイントを示す箇所については 4.0 と高くなく，気

づきを入力する時点ではそれほど必要ではないこと

が自由記述からも得られた．何度視聴し気づきを高

めることについては，4.7と必要性が認識され，見逃

してしまった際に再度確認をしたいとの意見が得ら

れた．利用箇所については電車の中が圧倒的に多く，

利用時間では，通学途中，休み時間といった回答が

多かった． 

 

6. 今後の課題 

今回開発したシステムは，保育以外にも研修や危

機管理等の様々な箇所での利用方法が可能である．

今後はインターフェースの改善と，他の LMS 等に

組み込めるようなモジュールの開発を行っていく． 
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